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災害対策・教育・子育て環境整備などに災害対策・教育・子育て環境整備などに災害対策・教育・子育て環境整備などに
平成30年度

予　算

一 般

会 計 70億7,500万円70億7,500万円70億7,500万円
前年比＋1億6,100万円

平成30年度の当初予算（一般会計、15特別会計、2企業会計）は

審議の結果、すべて原案の通り可決しました。

ふるるんの家計簿ふるるんの家計簿

（年間70万7千円だとしたら？）
H30.3.31

住基人口　9,532人

貯　　　金

（予備費）（諸支出金）

１千円

親の仕送り

（依存財源）

55万５千円

奨学金などの返済

（公債費）

７万８千円

アルバイト収入

（自主財源）

15万２千円

光熱水道費

（消防費：４万８千円）

（衛生費：７万５千円）

（商工費：１万３千円）　　

（災害復旧費：５千円）

14万１千円

学　　　費

（民生費：16万７千円）

（教育費：５万６千円）

22万３千円

食　　　費

（議会費：７千円）

（総務費：10万３千円）

11万円

家　　　賃

（農林水産業費：６万円）

（土木費：９万４千円）

15万４千円

海部川風流マラソン

キャラクター

ふるるん

海

陽

町

当

初

予

算
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依存財源

（78.54）

町税

（9.31）

分担金・負担金

（0.89）

財産収入

（0.63）
諸収入ほか

（9.74）

諸収入ほか

（9.74）

使用料・手数料

（0.89）

地方交付税

（49.78）

地方交付税

（49.78）

国庫支出金

（7.52）

国庫支出金

（7.52）

県支出金

（8.05）

県支出金

（8.05）

町債

（10.32）

町債

（10.32）

その他

 （2.87）

その他

 （2.87）

歳入総額

70億7,500万円

人件費

（12.82）

公債費

（11.05）

普通建設事業費

（13.59）

普通建設事業費

（13.59）物件費

（21.61）

物件費

（21.61）

補助費

（18.86）

その他

（15.00）

その他

（15.00）

歳出総額

70億7,500万円

自主財源

（21.46）

自主財源

（21.46）
扶助費

（7.07）

扶助費

（7.07）

平
成
30
年
度
の　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
、
70
億 

７
５
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
１
億 

６
１
０
０
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

歳
入
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
納
め
て
い

た
だ
く
町
税
が
、
固
定
資
産
税
に
お
け
る

評
価
替
え
な
ど
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
て

１
０
８
１
万
円
減
の
６
億
５
８
５
４
万
円
。

国
か
ら
の
地
方
交
付
税
は
、
１
億
２
２
４
８ 

万
円
減
の
35
億
２
２
２
５
万
円
。
町
債
は
、 

鉄
道
経
営
安
定
基
金
積
立
の
た
め
の
繰
出

金
、
遊
遊
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
空
調
設
備
改
修
事
業
の

減
な
ど
に
よ
り
、
３
８
１
０
万
円
少
な
い
７

億
３
０
１
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
財
源

の
不
足
額
を
補
う
た
め
、
財
政
調
整
基
金
か

ら
６
億
円
繰
り
入
れ
て
い
ま
す
。

  

歳
出
で
は
、
地
方
創
生
事
業
６
８
９
３
万

円
、
普
通
建
設
事
業
費
は
阿
佐
東
線
Ｄ
Ｍ

Ｖ
導
入
事
業
、
き
ゅ
う
り
タ
ウ
ン
構
想
事

業
、
宍
喰
地
区
防
災
公
園
整
備
事
業
な
ど

１
億
２
３
９
４
万
円
増
の
９
億
６
１
２
２
万

円
。
海
南
病
院
事
業
会
計
繰
出
金
は
前
年
度

と
同
額
の
２
億
８
０
０
０
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
公
債
費
は
１
６
９
４
万
円

増
の
７
億
８
１
７
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳　　入 歳　　出

商工費

1億2,452万円

商業・工業の振興

など。

農林水産業費

6億43万円

農業・林業・水産

業の振興など。

衛生費

7億5,295万円

保健衛生、ごみの清

掃、し尿処理など。

民生費

16億6,699万円

社会福祉や生活扶

助など。

総務費

10億2,597万円

役場の管理運営・

財産管理・地域振

興対策など。

議会費

7,042万円

議会の運営など。

歳出総額

70億7,500万円

■■

予備費

928万円

（※金額はすべて千円以下を四捨五入しています。）

急な災害復旧など。

諸支出金

340万円

寄付金、基金積み

立てなど。

公債費

7億8,172万円

償還（借金返済）

など。

災害復旧費

5,320万円

インフラ、ライフライ

ンなどの復旧。

教育費

5億6,334万円

教育・文化・スポー

ツ施設の充実など。

消防費

4億8,008万円

消防・水防・防災

対策など。

土木費

9億4,269万円

道路・橋の建設、

維持管理など。

目的別歳出

（％） （％）

平
成
30

年
度

一
般
会
計
当
初
予
算
の
構
成



みらいの町づくりに向けた「まち・ひと・しごと」

地方創生事業

【1. 移住・定住施策】

１226万円
　サテライトオフィスの誘致活動や受入対応策と「生

涯活躍のまち」構想も含めた移住者の受入検討。未来

を担う人材育成策として中・高校生向けの ICT 活用技

術の講習会や、しごと体験講習会の開催など海陽町に

おける仕事について知ってもらう取り組みと、移住・

定住者に向け地域の魅力発信と移住・定住促進。

【2. 受入体制整備施策】

3277万円
　地域における起業支援や魅力ある地

域づくりに向けた活動支援、一次産業

担い手支援対策。空き家調査と空き家

情報の整備、空き家の改修支援など、

移住・定住者受入体制の整備。

【3. 観光産業の育成・支援】2190万円
・竹ヶ島海域公園魅力化事業の実施

　海陽町沿岸地域の保全活動として、珊瑚の保護

や藻類を中心とした地域産業に結びつく海洋資源

の研究。また、研究成果を展示し観光に結びつけ

るなど、地場産業と連携した新たな観光資源とし

ての活用の取り組み。

・阿佐東地域観光推進に係る事業の実施
　阿佐東地域における公共交通の利用促

進策として、観光ルート造成検討やDMV

の導入推進。農産物・水産物等のPR活動

やネット販売の検討。海陽町の魅力を活

用した観光振興策、観光PR活動。

【4. 県南部
観光地域づくり】 

　県南地域の市町と県が連携

し、県南の豊かな自然環境を活か

した観光戦略の策定と推進組織

（DMO）の設立支援、ニューツー

リズムの情報発信を実施。

200万円

6893万円
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地

方

創

生

事

業

神野移住体験住宅

サンゴの説明と展示
（竹ヶ島魅力化事業）

大学生・地域団体等の
体験型ツアー造成とリーダー育成

漁師の方から漁業の魅力を学ぶ



～子どもあゆみ事業～

 253万円

　町内の幼保施設の３・４・５歳児を対象に
英語教育を実施しています。

ベビー用品レンタル事業 30万円

　ベビーカー、チャイルドシート、ベビーベッ
ドを無料でレンタルします。

　※ベビーカー、チャイルドシート
は２歳の誕生日まで。ベビー
ベッドは１歳の誕生日まで

子ども預かり事業 150万円

　小学校１年生～６年生を対象に長期休暇時
の預かりをしています。

 56万円

　幼稚園・保育園の卒園から、小学校入学ま
での春休み期間中の預かりをしています。

 422万円

　第３子以降の保育料が全額助成され、保護
者の負担額が軽減されます。

婚活事業 120万円

　出会いから後押しまでを婚活関係事業者に
お手伝いしていただきます。

 900万円

　医療費無料（ただし１科当たり１ヶ月
600円は自己負担）を18歳まで拡大して
います。

　☆利用できる人…海陽町内に住所を有
する18歳までの者

 1129万円

　小学生：
　　4700円（給食費）－700円（助成）＝

4000円（自己負担）

　中学生：

　　5000円（給食費）－1000円（助成）＝
4000円（自己負担）

　第３子以降は、小中学生・幼稚園給食
費も全額助成。

　地場食材使用補助
　　　小・中学生：200円（助成）
　卒業祝給食助成
　　　小・中学生：500円（助成）

体操服助成事業 61万円

　小・中学生対象に入学時体操服の助成
をしています。

 80万円

　第３子以降の中学生に卒業祝金５万
円。進学・就職等の準備にかかる保護者
の負担が軽減されます。

防災給食補助 25万円

　防災の日に合わせて、防災食を給食で
提供します。

未来への投資

海陽町ならではの子どもあゆみ事業、子育て中の保護者などで構成される審議委員会で

様々な意見を集約し、少子化対策に取り組んでいます！

第３子以降保育料
（幼・保）の無償化

幼児を対象とした
英語教育

就学前児童
春休み預かり事業

小中学生への
給食費助成

子どもあゆみ
医療費助成

多子世帯中学校
卒業祝金

5
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子

ど

も

あ

ゆ

み

事

業
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総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

原　

ひ
ろ
み

　

３
月
７
日
開
会
。

　

ま
ず
、
神
野
に
建
設
中
の

移
住
体
験
施
設
の
巡
視
に
行

き
説
明
を
受
け
、
巡
視
終
了

後
に
委
員
会
を
再
開
。

　

海
陽
町
議
会
で
は
、
総
務
産
業
建
設
・
文
教
厚
生
の
２
常
任

委
員
会
、
海
南
病
院
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
を
３
月
５
日
、
６
日
、
７
日

に
開
催
さ
れ
た
各
常
任
委
員
会
で
活
発
に
審
議
を
し
ま
し
た
。

野
橋
が
今
年
度
完
成
予
定

神

　

長
期
継
続
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定

め
る
条
例
は
、
契
約
の
適
正

化
・
合
理
化
を
図
る
た
め
、

条
例
を
追
加
す
る
も
の
。

　

海
陽
町
移
住
体
験
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
は
、
入
居
資
格
・

使
用
期
間
・
使
用

料
・
管
理
者
な
ど

を
定
め
る
も
の
。

　

条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
。
海

陽
町
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例

は
、
人
事
院
勧
告

に
伴
い
平
均
０
・

２
％
増
加
を
す
る

も
の
。

　

阿
佐
海
岸
鉄
道

株
式
会
社
等
に
対
す
る
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す

る
条
例
は
、
課
税
免
除
期
間

を
34
年
度
ま
で
延
長
す
る
も

の
。

　

消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条

例
は
、
団
員
の
条
例
定
数
を

５
２
５
人
に
変
更
す
る
も
の
。

　

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計

画
の
一
部
変
更
は
、
人
口
や

整
備
計
画
を
改
め
る
も
の
。

　

平
成
29
年
度
海
陽
町
一
般

会
計
補
正
予
算
は
、
１
億 

６
８
１
４
万
円
を
減
額
し
、

総
額
78
億
４
７
０
６
万
円
と

す
る
。
道
整
備
交
付
金
事
業
、

町
道
海
南
柿
谷
線
、
国
費
減

に
よ
る
事
業
減
、
地
籍
調
査

事
業
、
鞆
浦
大
敷
網
捌
き
車

両
修
繕
補
助
、
町
営
住
宅
修

繕
費
な
ど
が
主
な
も
の
。

　

繰
越
明
許
費
は
12
件
で

５
億
４
５
６
７
万
円
。
主
な

も
の
は
、
宍
喰
防
災
公
園
整

備
事
業
、
鞆
浦
地
区
排
水
対

策
事
業
、
き
ゅ
う
り
タ
ウ
ン

構
想
事
業
、
道
路
橋
梁
費
、

災
害
復
旧
費
な
ど
。

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
70
億
７
５
０
０
万

円
で
、
前
年
度
よ
り
１
億 

６
１
０
０
万
円
の
増
。
地
方

交
付
税
は
35
億
２
２
２
５
万

円
で
１
億
２
２
４
８
万
円
の

減
。
財
源
不
足
の
た
め
、
財

政
調
整
基
金
か
ら
６
億
円
を

繰
り
入
れ
る
。
委
員
よ
り
、

平
成
27
年
度
～
32
年
度
で
交

付
金
減
少
額
は
と
の
問
い

に
、
約
７
～
８
億
円
の
減
少

予
定
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

　

歳
出
の
主
だ
っ
た
も
の

は
、
Ｄ
Ｍ
Ｖ
導
入
事
業
と

し
て
９
７
８
７
万
円
。
道
路

整
備
交
付
金
事
業
で
町
道

海
南
柿
谷
線
神
野
橋
１
億 

９
７
０
０
万
円
。
町
道
城
満

寺
線
改
良
工
事
９
０
０
０
万

円
。
き
ゅ
う
り
タ
ウ
ン
構
想

事
業
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
補
助
金
１
億
４
８
６
０
万

円
。
農
山
漁
村
未
来
創
造

事
業
２
９
０
１
万
円
。
宍

喰
地
区
防
災
公
園
整
備
事

業
用
地
購
入
費
、
補
償
費

４
７
５
０
万
円
。
地
方
創
生

事
業
総
額
６
８
９
３
万
円

で
、
そ
の
主
だ
っ
た
も
の
は
、

移
住
定
住
者
向
け
空
き
家
改

修
支
援
事
業
１
０
０
０
万

円
。
竹
ヶ
島
海
域
公
園
魅
力

化
事
業
１
０
７
５
万
円
。
み

ら
い
の
担
い
手
育
成
事
業

６
０
０
万
円
。

　

そ
の
他
、
主
要
事
業
は
総

務
関
係
と
し
て
、
ふ
る
さ
と

づ
く
り
寄
付
金
事
業
経
費

１
５
６
６
万
円
。
移
住
体
験

施
設
整
備
事
業
１
１
０
０
万

円
。
地
方
税
共
通
シ
ス
テ
ム

改
修
費
５
２
４
万
円
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
お
礼

品
と
運
送
料
で
納
税
額
の

55
％
必
要
。

　

滞
納
整
理
機
構
に
依
頼
し

て
い
る
、
税
金
の
回
収
率
は

５
４
８
万
円
（
約
45
％
）
で
、

効
果
は
出
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

防
災
関
係
、
消
防
車
購
入

事
業
３
台
３
９
６
０
万
円
。

津
波
荷
重
安
全
性
検
討
委
託

業
務
１
０
０
０
万
円
。

　

産
業
観
光
関
係
、
地
籍
調

査
事
業
４
８
８
９
万
円
。
水

源
林
造
成
事
業
４
７
７
７
万

円
な
ど
。

　

建
設
関
係
、
残
土
処
理

場
整
備
事
業
２
２
８
０
万
円
。

橋
梁
改
良
事
業
（
申
川
橋
）

１
億
円
。
橋
梁
点
検
事
業

（
１
１
７
橋
）
４
２
０
０
万
円
。

　

委
員
よ
り
、
木
造
住
宅
耐

震
化
推
進
事
業
の
実
績
が
少

な
い
の
で
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
の
意
見
が
出
た
。

　

災
害
復
旧
関
係
、
林
道
施

設
（
平
井
１
号
・
２
号
箇
所
）

２
５
０
０
万
円
。

　

上
下
水
道
課
、
特
別
会

計
予
算
の
当
初
予
算
は
、

公
共
下
水
道
（
浅
川
・
海

部
・
宍
喰
）
事
業
費
合
計

３
億
３
３
４
８
万
円
。
宍
喰

地
区
の
宍
喰
浦
・
久
保
で
工

事
予
定
で
あ
る
。

　

集
落
排
水
事
業
（
神
野
・

川
西
・
日
比
原
・
漁
業
）
は
、

神
野
橋
の
排
水
管
布
設
替

え
工
事
な
ど
事
業
費
合
計

９
８
９
１
万
円
。

　

簡
易
水
道
事
業
（
川
西
・

海
部
・
中
里
・
川
上
）
は
、

神
野
橋
工
事
に
伴
い
水
道
管

布
設
替
え
工
事
な
ど
の
事
業

費
１
億
３
８
２
万
円
。

　

鉄
道
安
定
基
金
特
別
会

計
、
歳
入
歳
出
と
も
に
１
億 

２
８
８
４
万
円
を
計
上
。

　

海
陽
町
上
水
道
事
業
は
、

事
業
収
益
１
億
３
０
４
３
万

円
、

事

業

費

用

は

１

億 

２
１
０
０
万
円
。

　

付
託
さ
れ
た
徳
島
県
建
設

業
協
会
海
部
支
局
か
ら
の
要

望
書
に
つ
い
て
は
、
全
会
一

致
で
採
択
と
し
た
。

委

員

長

報

告

移住体験施設の巡視（神野）
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議

案

審

議

今年完成予定の神野橋

購入予定（可搬ポンプ積載車）

老朽化した申川橋

改良する城満寺線

防災公園の予定地

地域住民の命を守る 安全・便利な
交通整備

災害からの復旧

３
９
６
０
万
円

４
７
５
０
万
円

１
億

４
８
６
０
万
円

消
防
自
動
車
購
入
（
３
台
）

産
地
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業

補
助
金

公
園
用
地

取
得
に

向
け
、
用
地
購

入
費
や
補
償
費

等
を
計
上
し
ま

す
。

老
朽
化
の
進

ん
だ
車
両

を

買
い
換

え

ま

す
。
宍
喰
第
２
分

団
に
ポ
ン
プ
自
動

車
、
川
上
第
３
分

団（
岡
本
）
と
海
部

第
３
分
団
１
班
に

可
搬
ポ
ン
プ
積
載

車
。 鉄

鋼
桁
を
架
設
し
、

神
野
橋
を
完
成
さ

せ
ま
す
。
延
長
１
５
１
ｍ

昨
年
の
台
風
21

号
被

害
に
お
け
る
、
き
ゅ

う
り
ハ
ウ
ス
再
建
に
向
け
、

国
・
町
の
規
定
に
よ
り
補

助
し
ま
す
。

道
路
拡
幅
を
し
、
全
面

改

良

工

事

を

し

ま

す
。
延
長
１
９
５
ｍ

橋
梁
点
検
結
果
に
よ
り
、
大

規
模
修
繕
工
事
を
し
ま
す
。

延
長
22
・
５
ｍ

着実に進めます

道路新設改良費

（神野橋）

橋梁改良工事

（申川橋）

町道城満寺線改良工事

1億円

1億9700万円

9000万円

宍
喰
地
区
地
域
防
災

公
園
整
備

事
業



8

海陽町議会だより　vol.48

委

員

長

報

告

副
委
員
長　

長
尾　

正
大

　

３
月
６
日
開
会
。

　

本
委
員
会
で
の
調
査
事
項

の
、
所
管
部
分
の
説
明
を
受

け
た
。

　

ま
ず
、
条
例
制
定
に
つ
い

て
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

の
指
定
権
限
が
県
か
ら
町
に

移
譲
さ
れ
た
た
め
に
定
め
ら

れ
た
条
例
の
説
明
が
あ
り
、

町
職
員
を
増
や
す
必
要
が
あ

る
の
か
と
の
問
い
に
、
現
状

で
対
応
と
の
こ
と
。

　

次
に
、
お
も
な
条
例
改
正

と
し
て
、
海
陽
町
地
域
ケ
ア

会
議
な
ど
附
属
機
関
の
設
置

に
あ
た
り
、
必
要
な
改
正
。

　

ま
た
、
海
陽
町
介
護
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
な
ど
。
委
員
か
ら
改
正
さ

れ
た
保
険
料
の
基
準
額
、
月

額
６
１
０
０
円
は
徳
島
県
内

で
は
高
い
の
か
安
い
の
か
の

問
い
に
、
中
ほ
ど
と
の
こ
と
。

部
高
校
に
１
０
０
０
万
円
助
成

海

　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
、
さ
つ
き
荘
と
わ
し
づ

み
荘
の
指
定
管
理
者
を
海
陽

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
指
定

し
た
い
と
の
こ
と
。
委
員
か

ら
、
町
か
ら
社
協
に
年
間
い

く
ら
出
し
、
ま
た
何
名
い

る
の
か
と
の
問
い
に
、
約

１
億
７
５
０
０
万
円
で
、
職

員
は
正
職
、
臨
時
、
パ
ー
ト

合
わ
せ
て
80
名
。

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
の
所
管
の
部
分
に
つ

い
て
、
補
正
の
主
な
も
の
は

実
績
に
伴
う
減
額
、
給
与
改

正
に
伴
う
補
正
な
ど
、
他

に
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
委
託

２
６
０
万
円
。
ス
ク
ー
ル
バ

ス
購
入
の
件
で
落
札
不
調

に
伴
い
予
算
取
り
下
げ
で

３
９
８
万
円
減
額
、
な
お
30

年
度
新
た
に
申
請
し
て
購
入

予
定
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

次
に
特
別
会
計
に
移
り
、

海
陽
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
で
、
主
に
人
件
費

な
ど
の
補
正
、
他
に
宍
喰
診

療
所
の
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
一
部

修
繕
を
30
年
度
全
面
更
新
に

変
更
の
た
め
修
繕
費
は
減
額

と
の
こ
と
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

か
ら
の
収
納
見
込
み
額
の
提

示
に
も
と
づ
き
補
正
と
の
こ

と
。
介
護
保
険
は
、
主
に
人

件
費
補
正
お
よ
び
、
実
績
に

伴
う
補
正
な
ど
。

　

続
い
て
、
平
成
30
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
所
管
の
部

分
に
つ
い
て
説
明
に
入
り
、

民
生
費
16
億
６
６
９
９
万

円
。
主
な
も
の
は
、
社
協

へ
運
営
費
な
ど
の
補
助
金

５
０
５
４
万
円
、
生
活
介
護

や
施
設
入
所
支
援
な
ど
の
障

害
者
支
援
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

２
億
６
２
９
９
万
円
。
ま

た
、
海
南
保
育
所
、
海
部
西

保
育
所
、
宍
喰
保
育
所
Ａ
Ｅ

Ｄ
各
１
台
ず
つ
と
海
部
西

保
育
所
エ
ア
コ
ン
２
台
分

１
７
１
万
円
。
児
童
手
当
費

９
０
４
９
万
円
、
６
６
０
人

の
見
込
み
計
上
。

　

衛
生
費
、
７
億
５
２
９
５ 

万
円
。
災
害
拠
点
に
オ
ス
ト

文

教

厚

生

常

任

委

員

会

メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
、
簡
易

ス
タ
ン
ド
簡
易
ベ
ッ
ド
購
入

で
１
７
１
万
円
。
那
佐
斎

場
・
宍
喰
斎
場
の
修
繕
費
で

４
０
１
万
円
。
委
員
よ
り
斎

場
の
ト
イ
レ
を
洋
式
に
し
て

ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
る
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

教
育
費
、
５
億
６
３
３
４ 

万

円
。

主

な

も

の

と

し

て
、
地
元
高
校
育
成
交
付
金

１
０
０
０
万
円
。
海
部
東
保

育
所
跡
地
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

車
庫
の
設
計
委
託
１
６
２
万

円
。
町
史
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ

化
に
49
万
円
。
海
南
給
食
セ

ン
タ
ー
の
解
体
工
事
設
計
委

託
料
と
、
そ
れ
に
伴
う
近

隣
の
家
屋
調
査
あ
わ
せ
て

５
１
０
万
円
。
委
員
よ
り
小

中
学
校
の
臨
時
職
員
が
以
前

に
比
べ
多
い
の
は
な
ぜ
か
の

問
い
に
、
特
別
支
援
が
年
々

全
国
的
に
増
え
て
き
て
い
る

の
に
対
応
し
て
と
の
こ
と
。

子
供
の
貧
困
化
に
海
陽
町
は

ど
ん
な
気
遣
い
を
し
て
い
る

の
か
の
問
い
に
、
全
体
に
対

し
て
の
教
育
支
援
の
中
で
対

応
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。

　

海
部
高
校
育
成
事
業
に
つ

い
て
の
説
明
は
、
大
手
の
予

医
療
機
関
や
介
護
施
設
の
間

で
情
報
を
共
有
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
阿
波
あ
い
ネ
ッ
ト

接
続
手
数
料
６
万
円
。
委
員

か
ら
、
阿
波
あ
い
ネ
ッ
ト
は

い
つ
か
ら
か
の
問
い
に
、
平

成
30
年
４
月
か
ら
と
の
こ
と
。

　

そ
の
他
と
し
て
、
ベ
ビ
ー

用
品
の
レ
ン
タ
ル
事
業
の
ベ

ビ
ー
カ
ー
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
に
つ
い
て
は
１
歳
か

ら
２
歳
ま
で
に
延
長
す
る
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

概
要
は
以
上
の
と
お
り
で

委
員
会
を
閉
会
し
た
。

備
校
と
コ
ラ
ボ
、
海
外
に
短

期
留
学
、
部
活
動
遠
征
費
の

助
成
、
寮
生
へ
の
補
助
な
ど
。

ま
た
、
町
が
１
０
０
０
万
円

助
成
を
決
め
た
後
に
、
県
教

育
委
員
会
が
30
年
度
か
ら

９
６
０
万
円
の
予
算
を
つ
け

た
と
し
て
、
町
と
し
て
も
こ

の
事
業
は
、
今
後
も
魅
力
化

事
業
と
し
て
継
続
推
進
を
考

え
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、

大
里
古
墳
保
存
活
用
事
業
に

つ
い
て
今
後
の
流
れ
の
説
明

を
受
け
た
。

　

特
別
会
計
に
移
り
、
平
成

30
年
度
国
民
健
康

保
険
は
30
年
度
か

ら
徳
島
県
と
共
に

国
保
運
営
を
行
う

制
度
改
革
が
あ

り
、
そ
れ
に
伴
っ

た
予
算
編
成
だ
が

後
期
高
齢
者
医

療
、
介
護
保
険
と

も
に
３
会
計
は
、

主
に
実
績
を
踏
ま

え
た
見
込
み
額
の

計
上
な
ど
で
あ
っ

た
。

　

宍
喰
診
療
所

で
、
総
務
省
の
事

業
と
し
て
始
ま
る

給食センター落成式テ－プカット
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議

案

審

議

現在使用しているエコー検査機器海陽中学校技術室

快適な入浴のために

よく見えるようになります教育現場の安全のために

５
９
４
万
円

７
５
０
万
円

宍
喰
診
療
所
に

エ
コ
ー
検
査
機
器

海
陽
中
学
校

技
術
室

耐
震
工
事
費

以
前
の
機

械
が
古

く
な
り
、
性
能

の
良
い
新
し
い

機
器
に
買
い
替

え
ま
す
。

耐
震
基
準

を
満
た

す
た
め
に
工
事

し
ま
す
。

充実する災害備蓄品子育ての
環境を
整えます

１
７
１
万
円

災
害
医
療
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
事
業
（
10
／

10

補
助
事
業
）

春
休
み

子
ど
も
預
か
り

事
業

幼
稚
園
・
保
育
園
の
卒
園
か
ら

小
学
校
入
学
ま
で
。
幼
稚
園
・

保
育
所
園
児
で
も
小
学
生
で
も
な

い
間
の
春
休
み
に
預
か
り
ま
す
。

平
成
30

年
度
４
月
分
の
予
算
で
す
。

災
害
時
必
要
な
医
療

用
備
品
を
購
入
し
、

備
蓄
し
て
お
き
ま
す
。

現状のオイルタンク

ボ
イ
ラ
ー

用
重
油

タ
ン
ク
が
老
朽

化
し
た
た
め
、

撤
去
及
び
新
設

工
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

デイ・サービスセンター

わしずみ荘オイルタンク
新設及び付帯工事

472万円

購入予定の特殊浴槽（イメージ）

春休み子どもあずかり事業（新 1 年生）

現
在
使
用
中
の
寝

た
ま
ま
で
入
浴

の
で
き
る
浴
槽
が
17

年

あ
ま
り
経
ち
、
老
朽
化

し
た
た
め
買
い
換
え
ま

す
。
ふ
る
さ
と
づ
く
り

寄
付
金
を
財
源
と
し
ま

す
。

デイ・サービスセンター

さつき荘特殊浴槽購入

269万円

・災害用オストメイト対応トイレ ３個
・マルチトイレ（車いす対応） ３個
・足踏式吸引器 １個
・血糖測定器 ３個
・酸素量測定器 ６個
・簡易ベッド ３台
・間仕切り ３個
・点滴スタンド ３個

41
万
円
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海

南

病

院

改

革

特

別

委

員

会

海
南
病
院
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長　

長
岡　

秀
一
郎

員
一
同
改
革
に
向
け
、
さ
ら
な
る
努
力
を

職

が
、
退
職
後
の
こ
と
に
つ
い

て
話
は
進
め
て
い
る
の
か
。

２
年
前
、
病
院
改
革
プ
ラ
ン

を
策
定
し
た
が
計
画
通
り
進

ん
で
い
る
の
か
。
そ
の
他
、

多
く
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

事
務
長
よ
り
、
新
年
度
予

算
に
つ
い
て
は
、
昨
年
と
同

様
に
医
師
派
遣
に
伴
う
予
算

計
上
を
し
て
い
る
が
、
引
き

続
き
、
自
治
医
大
の
医
師
が

継
続
し
て
来
て
も
ら
え
る
よ

う
関
係
機
関
に
お
願
い
し
患

者
様
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ

う
に
し
た
い
。
支
出
に
つ
い

て
は
、
改
め
て
再
検
証
し

経
費
の
削
減
、
抑
制
に
努

め
た
算
定
を
し
た
が
施
設

管
理
運
営
に
お
い
て
ど
う

し
て
も
カ
ッ
ト
で
き
な
い

も
の
も
あ
り
、
例
年
通
り

２
億
８
０
０
０
万
円
の
一
般

財
源
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
多
額
の
医
師
人
件

費
に
つ
い
て
は
、
へ
き
地
医

療
対
策
の
海
部
・
那
賀
モ
デ

ル
、
徳
大･

医
師
会
等
の
報

酬
費
と
な
っ
て
い
る
と
い
う

６
４
１
万
円
、
医
業
外
費
用

１
０
１
６
万
円
と
の
こ
と
で

あ
る
。
資
本
的
収
入
に
つ
い

て
は
、
一
般
財
源
繰
入
金

４
０
６
６
万
円
と
し
、
建
設

改
良
費
企
業
債
償
還
金
の
返

還
等
の
財
源
と
す
る
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
質
疑
に
入
り
、

主
な
意
見
と
し
て
は
、
収
益

的
収
入
が
平
成
29
年
度
と
同

様
で
あ
る
、
予
算
書
を
見
る

限
り
改
革
の
意
欲
が
見
え
な

い
、
何
の
た
め
に
特
別
委
員

会
を
設
置
し
て
協
議
し
て
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
。
人
件

費
の
率
は
ど
の
程
度
な
の

か
、
以
前
は
１
２
０
％
か
ら

１
３
０
％
で
あ
っ
た
、
そ
の

点
を
改
善
し
な
け
れ
ば
見
直

し
は
進
ま
な
い
。
院
長
の
退

職
ま
で
あ
と
２
年
で
あ
る

　

３
月
５
日
開
会
。

　

平
成
29
年
度
決
算
見
込
額

と
、
30
年
度
事
業
会
計
予
算

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

平
成
29
年
度
医
業
収
益

は
、
対
前
年
度
比
３
３
９
０ 

万
円
の
減
、
医
業
費
用
は

１
０
２
８
万
円
の
減
と
な
っ

て
い
る
。
医
業
外
収
益
の
う

ち
一
般
会
計
繰
入
金
は
２
億 

２
０
３
３
万
円
と
な
り
、
当

期
内
純
損
失
は
３
５
６
８
万

円
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
30
年
度
事
業
会
計
予

算
は
、
医
業
収
益
３
億
３
５

６
０
万
円
、
医
業
外
収
益
２

億
５
０
９
８
万
円
、
計
５
億

８
６
５
８
万
円
の
事
業
収
益

と
な
っ
て
い
る
。
支
出
に
つ

い
て
は
、
医
業
費
用
５
億
７ 

報
告
で
あ
っ
た
。

　

町
長
よ
り
、
予
算
編
成
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
十
分
精

査
し
た
上
で
編
成
を
す
る
こ

と
に
し
た
い
。
人
事
に
つ
い

て
は
、
急
が
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
う
が
、
院
長
と
話

を
し
た
上
で
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
包
括
的
に
考

え
、
私
の
任
期
も
考
慮
し
た

中
で
検
討
し
た
い
。
委
員
会

設
置
後
、
医
師
の
確
保
に
向

け
て
奮
闘
し
て
き
た
が
、
厳

し
い
面
も
た
く
さ
ん
あ
っ

た
。
前
を
向
い
て
走
っ
て
き

た
が
反
省
す
る
部
分
も
あ

る
。
病
院
経
営
は
厳
し
い
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

今
後
と
も
努
力
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
発
言

が
あ
っ
た
。

　

議
会
も
平
成
28
年
５
月
、

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
約

２
年
間
８
回
に
わ
た
り
委
員

会
を
開
催
し
た
。
県
よ
り
病

院
局
総
務
課
長
、
海
部
病
院

事
務
局
長
、
日
本
経
営
エ
ス

デ
ィ
サ
ポ
ー
ト
職
員
等
の
出

席
を
求
め
、
病
院
改
革
に
向

け
協
議
を
重
ね
て
き
た
。
そ

の
間
、
海
部
病
院
の
新
設
も

あ
り
、
徳
大
・
日
赤
・
共

栄
・
海
部
病
院
と
の
連
携
を

深
め
、
海
部
・
那
賀
モ
デ
ル

事
業
に
よ
る
臨
時
医
師
の
受

入
を
行
い
、
内
部
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
事

業
と
し
て
回
復
期
の
患
者
を

受
け
入
れ
る
包

括
ケ
ア
事
業
に

取
り
組
み
、
収

入
増
を
図
っ
て

き
た
。
ま
た
、

各
委
員
が
日
常

生
活
の
中
で
感

じ
た
病
院
へ
の

要
望
等
に
つ
い

て
提
言
も
も
ら

い
、
職
員
の
意

識
改
革
に
向
け

協
議
を
進
め
て

き
た
。
常
勤
医

師
確
保
に
は
未

だ
至
っ
て
い
な

い
が
、
患
者
に

対

す

る

対

応

は
、
少
し
良
く
な
っ
て
き
て

い
る
と
の
声
も
あ
る
。
し
か

し
、
経
営
実
績
を
見
る
限

り
、
地
域
住
民
や
患
者
か
ら

は
十
分
な
信
頼
を
得
て
い
な

い
。
今
後
も
院
長
を
中
心
に

職
員
一
同
改
革
に
向
け
、
さ

ら
な
る
努
力
を
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
委
員
会
を
閉
会

し
た
。

新しい医師の赴任を待つ海南病院
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本

議

会

で

の

議

案

審

議

長
尾
議
員

　

昨
年
と
比
べ
減
っ
て

い
る
が
、
な
ぜ
か
。

  

森
﨑
管
財
課
長  

　

新
年
度
、
当
初
計
上
す
る
予
定
で
あ
っ

た
予
算
を
県
か
ら
先
に
も
ら
い
３
月
補
正

で
計
上
し
た
。
補
正
と
当
初
を
合
わ
せ
る

と
、
ほ
ぼ
例
年
ど
お
り
で
あ
る
。

条
例
に
つ
い
て

平
成
30
年
度

一
般
会
計
予
算

　 

国
土
地
籍
調
査
費

 

〔
４
８
８
９
万
円

〕

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

髙
畠
議
員

　

分
団
の
統
廃
合
は

考
え
て
い
な
い
の
か
。

 

片
田
危
機
管
理
課
長 

　

今
の
と
こ
ろ
統
合
の
検
討
は
し
て
い

な
い
。

　

消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

１
．

Ｑ

３
．

Ｑ

長
岡
議
員

　

昨
年
よ
り
１
０
０
０

万
円
ほ
ど
増
額
と
な
っ

て
い
る
が
、
経
費
が
ど
れ
だ
け
増
え
、
各

３
町
の
比
率
は
ど
う
か
。

 

前
田
町
長 

　

総
事
業
費
は
昨
年
に
比
べ
65
万
円
の

増
額
。
負
担
割
合
は
人
口
割
70
％
、
利

用
者
割
30
％
。
入
居
者
も
減
り
、
単
価

も
落
ち
て
い
る
の
で
全
体
の
収
入
が

減
っ
て
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。

島
﨑
議
員

　

委
託
料
の
内
訳
は
。

水
産
業
に
対
し
て
他

に
補
助
金
は
な
い
の
か
。
漁
協
か
ら
の

要
望
は
な
い
の
か
。

 

横
産
業
観
光
課
長 

　

ト
コ
ブ
シ
・
カ
サ
ゴ
の
放
流
、
ア
オ

リ
イ
カ
産
卵
場
の
委
託
料
。
そ
の
他
は

当
初
予
算
で
計
上
さ
れ
て
い
な
い
が
、

そ
の
都
度
、
補
正
等
で
対
応
し
て
い
き

た
い
。
要
望
等
は
、
漁
師
か
ら
の
声
は

上
が
っ
て
い
る
が
、
漁
協
か
ら
は
上
が
っ

て
い
な
い
。

池
下
議
員

　

盆
踊
り
を
引
き
継

ぐ
人
が
い
な
く
な
っ
て

い
る
。
伝
統
芸
能
を
後
世
に
残
し
て
い
く

た
め
に
は
経
費
も
か
か
る
の
で
、
増
や
し

て
ほ
し
い
。

 

奥
原
教
育
次
長 

　

教
育
委
員
会
で
検
討
し
、
補
助
金
等

も
考
え
た
い
。

小
山
議
員

　

購
入
費
の
内
訳
は
。

 

浦
川
福
祉
課
長 

　

海
南
・
海
部
西
・
宍
喰
保
育
所
へ
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
配
置
、
海
部
西
保
育
所
へ
２
台

の
エ
ア
コ
ン
購
入
。

 

小
山
議
員 

　

職
員
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
え
る
の
か
。
講

習
を
受
け
る
な
り
し
て
誰
も
が
使
え
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

 

福
祉
課
長 

　

音
声
ガ
イ
ド
が
付
い
て
お
り
、
職
員

は
訓
練
を
し
て
い
る
の
で
使
用
で
き
る

と
思
う
が
、
改
め
て
徹
底
し
た
い
。

戸
田
議
員

　

き
ゅ
う
り
タ
ウ
ン

構
想
は
何
年
計
画
で
、

就
農
者
は
何
人
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
養
液
栽
培
で
ど
れ
く
ら
い
の
収
益

を
上
げ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

 

横
産
業
観
光
課
長 

　

養
液
栽
培
は
移
住
者
な
ど
に
し
て
も
ら

い
、
昨
年
は
２
人
が
就
農
、
30
年
度
は
５

人
の
受
入
計
画
と
聞
い
て
い
る
。
収
量
は

土
耕
よ
り
多
く
見
込
ん
で
い
る
。
養
液
は

短
期
的
に
植
え
替
え
が
で
き
る
の
で
収

量
が
上
が
る
。

本
議
会
で
の

議

案

審

議

　

水
産
業
振
興
（
放
流
等
）

事
業
委
託
料
〔
３
１
６
万
円

〕

　

海
部
川
筋
盆
踊
り
振
興
会

補
助
金　
　
　
　

 

〔
９
万
円

〕

　

児
童
福
祉
総
務
費
備
品

購
入
費　

  

〔
１
７
１
万
円

〕

　

農
産
漁
村
未
来
想
像
事
業

補
助
金　

〔
２
９
０
１
万
円

〕

　

特
養
海
南
荘
負
担
金

　

〔
２
１
４
９
万
円

〕

２
．

Ｑ

４
．

Ｑ

６
．

Ｑ
７
．

Ｑ

５
．

Ｑ
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議

案

審

議

の

ま

と

め

第

1

回

定

例

会

　

平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
５
日
開
会
、
町
長
よ
り
45
議

案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
３
月
12
日
閉

会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

条

例

関

係

・
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定
め
る
条
例

・
移
住
体
験
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

・
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等

を
定
め
る
条
例

・
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
阿
佐
海
岸
鉄
道
株
式
会
社
等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ナ
イ
タ
ー
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

・
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び 

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
及
び
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

・
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

承

認

関

係

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

施
設
の
名
称　

：
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
さ
つ
き
荘
・
わ
し
ず
み
荘

　
　

指
定
す
る
団
体
：
海
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　

指
定
の
期
間　

：
平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
33
年
3
月
31
日
ま
で

・
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
　

住
所
：
海
陽
町
四
方
原
字
大
道
東

　
　

氏
名
：
西
川　

進

　
　

住
所
：
海
陽
町
奥
浦
字
町
内

　
　

氏
名
：
宍
戸　

正
典

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈

予

算

関

係

（
補
正
予
算
）

・
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
） 

１
億
６
８
１
４
万
円
⇨

・
平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）  

12
万
円
⬅

・
平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

４
７
１
万
円
⬅

・
平
成
29
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
） 

16
万
円
⬅

・
平
成
29
年
度
浅
川
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

１
４
７
万
円
⇨

・
平
成
29
年
度
海
部
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

３
４
０
万
円
⇨

・
平
成
29
年
度
宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
） 

４
０
１
万
円
⇨

・
平
成
29
年
度
神
野
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

27
万
円
⇨

・
平
成
29
年
度
川
西
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
） 

43
万
円
⇨

・
平
成
29
年
度
日
比
原
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

22
万
円
⇨

・
平
成
29
年
度
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）  

 

43
万
円
⇨

・
平
成
29
年
度
海
部
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

10
万
円
⬅

・
平
成
29
年
度
川
上
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

70
万
円
⬅

（
当
初
予
算
）

・
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算 

70
億
７
５
０
０
万
円

・
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算 

14
億
６
０
０
万
円

・
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
施
設
勘
定
（
宍
喰
診
療
所
） 

７
９
７
４
万
円

・
平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算 

１
億
８
１
０
７
万
円

・
平
成
30
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算 

15
億
５
４
１
６
万
円

・
平
成
30
年
度
浅
川
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算 

５
４
２
４
万
円

・
平
成
30
年
度
海
部
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算 

７
６
９
６
万
円

・
平
成
30
年
度
宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算 

２
億
２
２
８
万
円

・
平
成
30
年
度
神
野
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算 

４
８
１
２
万
円

・
平
成
30
年
度
川
西
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算 

２
７
０
１
万
円

・
平
成
30
年
度
日
比
原
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算 

９
９
４
万
円

・
平
成
30
年
度
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算 

１
３
８
５
万
円

・
平
成
30
年
度
川
西
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算 

７
４
９
万
円

・
平
成
30
年
度
海
部
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算 

５
４
９
９
万
円

・
平
成
30
年
度
中
里
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算 

３
２
０
万
円

・
平
成
30
年
度
川
上
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算 

３
８
１
４
万
円

・
平
成
30
年
度
鉄
道
経
営
安
定
基
金
特
別
会
計
予
算 
１
億
２
８
８
５
万
円

・
平
成
30
年
度
上
水
道
事
業
会
計
予
算

　
　

事
業
収
益　

１
億
３
０
４
４
万
円　

事
業
費
用　

１
億
２
１
０
０
万
円

　
　

資
本
的
収
入　
　
　
　
　
　

０
円　

資
本
的
支
出　
　

９
７
６
９
万
円

　

（
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額
９
７
６
９
万
円
は
、
当
年
度
分
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
３
０
０
万
円
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
６
０
５
９
万
円
及

び
当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
３
４
０
９
万
円
で
補
て
ん
す
る
も
の
と
す
る
。
）

・
平
成
30
年
度
海
南
病
院
事
業
会
計
予
算　
　

 

　
　

 

事
業
収
益
・ 

事
業
費
用 

５
億
８
６
５
８
万
円　
　
　
　
　
　

　
　

 

資
本
的
収
入
・
資
本
的
支
出  

４
０
６
６
万
円　
　
　
　
　
　

第

１

回

臨

時

会

　

第
１
回
臨
時
会
は
、
１
月
29
日
開
会
、
次
の
４
議
案
が
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

　

契

約

関

係

・
平
成
29
年
度
（
Ｈ
28
繰
）
海
陽
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
変
更

請
負
契
約

　
　

変
更
前
契
約
額　

３
億
１
１
７
７
万
円

　
　

変
更
後
契
約
額　

３
億
１
７
７
９
万
円

・
平
成
29
年
度
（
Ｈ
28
繰
）
簡
易
水
道
施
設
等
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
整

備
工
事
変
更
請
負
契
約

　
　

変
更
前
契
約
額　

１
億
１
４
４
８
万
円

　
　

変
更
後
契
約
額　

１
億
１
６
５
９
万
円

予

算

関

係

・
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
） 

５
８
０
万
円
⬅

・
平
成
29
年
度
海
部
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

53
万
円
⬅

第

２

回

臨

時

会

　

第
２
回
臨
時
会
は
、
３
月
29
日
開
会
、
次
の
３
議
案
が
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

　

契

約

関

係

・
平
成
29
年
度
町
道
海
南
柿
谷
線
・
神
野
橋
上
部
製
作
工
事
変
更
請
負
契
約

　
　

変
更
前
工
期　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

　
　

変
更
後
工
期　

平
成
30
年
10
月
30
日
ま
で

承

認

関

係

・
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

・
農
業
委
員
会
の
委
員
を
認
定
農
業
者
等
に
準
ず
る
者
を
も
っ
て
４
分

の
１
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
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15
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

18
日　

徳
島
県
町
村
議
長
会
臨
時
総
会
（
徳
島
市
）

22
日　

議
会
運
営
委
員
会

29
日　

議
会
全
員
協
議
会

29
日　

第
１
回
臨
時
会

29
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

31
日　

市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
徳
島
市
）

５
日　

海
部
郡
議
長
会
国
土
交
通
省
等
要
望
活
動
（
東
京
都
）

６
日　

海
部
郡
議
長
会
財
務
省
等
要
望
活
動
（
東
京
都
）

20
日　

一
部
事
務
組
合
（
４
団
体
）
組
合
会
議

26
日　

議
会
運
営
委
員
会

26
日　

議
会
全
員
協
議
会

２
日　

徳
島
県
町
村
議
長
会
総
会
及
び
自
治
功
労
者
表
彰
式

　
　
　

（
徳
島
市
）

５
日　

第
１
回
定
例
会
（
１
日
目
）

５
日　

議
会
運
営
委
員
会

５
日　

海
南
病
院
改
革
特
別
委
員
会

５
日　

議
会
運
営
委
員
会

６
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

７
日　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

９
日　

第
１
回
定
例
会
（
２
日
目
）

12
日　

第
１
回
定
例
会
（
３
日
目
）

13
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

26
日　

徳
島
新
聞
海
部
支
局
竣
工
式
（
牟
岐
町
）

29
日　

第
２
回
臨
時
会

29
日　

給
食
セ
ン
タ
ー
落
成
式

議
会
の

う
ご
き
１
月
１
日
か
ら

３
月
31
日
ま
で

１　

月

２　

月

３　

月

議

会

の

う

ご

き

・

要

望

活

動

要 望 活 動要 望 活 動

人権擁護委員の推薦に同意

　任期満了に伴い現職の西川氏と新人の

宍戸氏の推薦について、同意しました。

※　任期は７月１日から３年間

宍 戸  正 典 氏 西 川  　 進 氏

高橋克法 国土交通大臣政務官

安芸メルトセンター（広域ゴミ処理施設）

歳　入 3月補正 補正後 構成比率

町 税 0 6億6,935万3千円 8.5

地 方 譲 与 税 0 5,650万円 0.7

利 子 割 交 付 金 0 70万円 0.0

配 当 割 交 付 金 0 560万円 0.1

株式等譲渡所得割交付金 0 310万円 0.0

地方消費税交付金 0 1億2,380万円 1.6

自動車取得税交付金 0 950万円 0.1

地方特例交付金 0 80万円 0.0

地 方 交 付 税 △1,356万9千円 37億3,591万8千円 47.6

交通安全対策特別交付金 0 100万円 0.0

分 担金 · 負 担金 △977万3千円 5,673万2千円 0.7

使 用料 · 手 数料 0 7,057万2千円 0.9

国 庫 支 出 金 △1億1,968万5千円 5億4,375万円 6.9

県 支 出 金 1,842万6千円 6億4,720万9千円 8.2

財 産 収 入 0 4,471万5千円 0.6

寄 附 金 2,019万6千円 2,089万6千円 0.3

繰 入 金 740万円 4億4,474万7千円 5.7

繰 越 金 0 2億1,604万6千円 2.8

諸 収 入 826万2千円 1億865万7千円 1.4

町 債 △7,940万円 10億8,746万5千円 13.9

合 計 △1億6,814万3千円 78億4,706万円 100.0

3月補正予算後の

歳入歳出予算

歳　出 3月補正 補正後 構成比率

議 会 費 4万3千円 7,133万7千円 0.9

総 務 費 △1,412万円 12億3,852万円 15.8

民 生 費 △1,913万2千円 17億3,146万2千円 22.1

衛 生 費 82万3千円 7億8,644万6千円 10.0

農 林 水 産 業 費 2,096万5千円 7億400万8千円 9.0

商 工 費 20万円 2億4,222万3千円 3.1

土 木 費 △1億8,815万1千円 9億4,974万7千円 12.1

消 防 費 △1,866万9千円 4億4,782万7千円 5.7

教 育 費 △1,698万4千円 6億4,158万円 8.2

災 害 復 旧 費 △2,500万円 1億6,230万円 2.1

公 債 費 7,168万6千円 8億3,647万1千円 10.6

諸 支 出 金 2,019万6千円 2,379万1千円 0.3

予 備 費 0 1,134万8千円 0.1

合 計 △1億6,814万3千円 78億4,706万円 100.0
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施

政

方

針

待
ち
望
ん
だ

海
部
道
路
ル
ー
ト
決
定

　

３
月
に
入
り
季
節
も
随
分

と
春
め
い
て
き
た
。
学
校
・

職
場
で
出
会
い
と
別
れ
の
季

節
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
複
雑

な
思
い
で
こ
の
季
節
と
向
き

合
っ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。

海
陽
町
に
と
っ
て
も
、
平
成

30
年
度
も
平
穏
で
落
ち
着
い

た
年
に
な
る
よ
う
希
望
し
て

い
る
。

　

昨
年
の
12
月
議
会
で
私
の

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
申
し
上

げ
た
が
、
そ
の
後
大
き
な
動

き
が
あ
っ
た
の
で
報
告
し
た

い
。

　

一
点
目
は
、
阿
南
安
芸
自

動
車
道
・
海
部
道
路
の
ル
ー

ト
案
が
決
定
し
た
。
２
月
６

日
、
国
土
交
通
大
臣
政
務
官

よ
り
「
熱
い
思
い
と
ご
苦
労

は
本
当
に
良
く
分
か
っ
た
。

２
月
中
に
都
市
計
画
決
定
に

必
要
な
ル
ー
ト
案
を
徳
島
県

に
提
出
す
る
」
と
の
ご
回
答

を
い
た
だ
き
、
一
瞬
の
間
を

置
い
て
拍
手
の
渦
に
包
ま
れ

た
。
本
当
に
涙
が
出
る
ほ
ど

の
嬉
し
い
瞬
間
で
あ
っ
た
。

　

喜
ば
し
い
瞬
間
で
あ
る
と

と
も
に
、
海
部
道
路
の
事
業

化
を
一
日
千
秋
の
思
い
で
待

ち
続
け
、
要
望
活
動
を
続
け

て
こ
ら
れ
た
先
輩
皆
様
方
の

ご
苦
労
が
、
一
度
に
報
わ
れ

た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。
30
有

余
年
に
わ
た
る
長
く
大
変
な

要
望
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た

だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
方

に
、
改
め
て
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
た
い
。

　

二
点
目
は
、
平
成
30
年
か

ら
39
年
ま
で
の
海
陽
町
総
合

計
画
に
つ
い
て
、
総
合
計
画

策
定
審
議
会
よ
り
答
申
を
い

た
だ
い
た
。　

　

答
申
に
は
三
点
の
意
見
が

付
さ
れ
て
お
り

①
総
合
計
画
を
分
か
り
や
す

く
住
民
へ
の
周
知
を
図
る
こ

と
。
町
の
将
来
像
『
ひ
と
・

ゆ
め
・
み
ら
い　

笑
顔
つ
な

が
る
海
陽
～
も
っ
と
ず
っ
と

住
み
心
地
の
良
い
ま
ち
を
め

ざ
し
て
～
』
の
実
現
に
取
り

組
む
こ
と
。

②
協
働
の
理
念
に
基
づ
き
住

民
と
行
政
の
役
割
を
明
確
に

し
、
地
域
の
力
を
育
み
協
力
・

連
携
し
て
多
様
な
主
体
に
よ

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

町
長
　
前
田
　
惠

給食センター落成式（2018.3.29）

ルート案が手渡される

め
る
こ
と
。

③
審
議
会
で
の
意
見
や
審
議

経
過
を
十
分
尊
重
し
、
将
来

に
わ
た
っ
て
魅
力
あ
ふ
れ
る

持
続
可
能
な
ま
ち
の
実
現
に

努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
適
切

か
つ
効
果
的
な
施
設
の
実
施

に
着
実
に
取
り
組
む
こ
と
。

と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
計
画
が
計
画

で
終
わ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

計
画
倒
れ
と
言
わ
れ
な
い
よ

う
、
地
方
創
生
実
現
の
た
め

に
も
一
つ
一
つ
、
一
歩
一
歩

確
実
に
実
行
し
て
い
く
。

　

平
成
30
年
度
予
算
に
つ
い

て
、
町
長
選
の
年
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
経
常
的
な
経

費
は
骨
格
予
算
編
成
と
し
て

い
る
。
宍
喰
地
区
地
域
防
災

公
園
や
Ｄ
Ｍ
Ｖ
に
関
す
る
必

要
経
費
、
き
ゅ
う
り
タ
ウ
ン

構
想
、
申
川
橋
改
良
事
業
、

地
方
創
生
事
業
等
、
真
に
必

要
な
事
業
や
継
続
事
業
の
経

費
に
つ
い
て
予
算
付
け
を

行
っ
た
の
で
、
予
算
規
模
が

膨
ら
ん
で
い
る
が
、
新
規
事

業
に
予
算
付
け
を
し
た
わ
け

で
は
な
い
の
で
ご
理
解
た
ま

わ
り
た
い
。
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２
０
１
６
年
６
月
定
例

会
の
広
報
課
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
に
つ
い
て
、
提
案
を

踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
と
の

答
弁
で
あ
っ
た
。
ど
の
よ
う

な
検
討
が
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　

町
長

　

限
ら
れ
た
職
員
の
中
で
広

報
課
の
設
置
や
専
門
部
署
に

職
員
を
置
く
と
い
う
こ
と
は

厳
し
い
。
た
だ
、
今
後
も
魅

力
あ
る
広
報
活
動
の
充
実
と

情
報
発
信
に
は
積
極
的
に
取

り
組
む
。

　
　

海
部
川
風
流
マ
ラ
ソ
ン

の
映
画
を
、
上
勝
の
「
人
生
、

い
ろ
ど
り
」
と
い
う
映
画
の

よ
う
に
で
き
な
い
か
。
日
本

最
大
級
の
マ
ラ
ソ
ン
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、
な
ぜ
田
舎
の
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
人
気
度
一
位

な
の
か
、
映
画
に
で
き
た
ら
、

面
白
い
気
が
す
る
。
町
長
の

意
見
は
。

　
　

町
長

　

美
波
町
で
も
映
画
が
撮
ら

れ
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
い

る
。
情
報
発
信
に
的
を
絞
れ

ば
映
画
や
音
楽
、
特
に
メ

ジ
ャ
ー
に
特
化
で
き
れ
ば
良

い
が
、
そ
こ
ま
で
進
ん
で
な

い
。
た
だ
、
夢
を
語
っ
て
夢

に
近
づ
け
る
こ
と
は
大
切
な

こ
と
と
思
っ
て
い
る
。

15

一

般

質

問

宍喰診療所

　
　

前
田
町
長

　

宍
喰
診
療
所
は
、
大

規
模
な
地
震
・
津
波
が

発
生
す
る
と
、
使
用
不

可
能
と
な
る
。
今
後
の

宍
喰
地
区
全
体
、
宍
喰

診
療
所
の
防
災
減
災
対

策
は
、
海
部
道
路
や
防

災
公
園
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
検
討
を
住

民
に
も
参
加
い
た
だ

き
、
構
築
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
。

　

診
療
所
は
津
波
が
来

た
ら
災
害
の
時
の
拠
点

に
し
た
い
と
言
っ
て
も

で
き
な
い
。
で
き
る
だ

け
今
の
答
弁
さ
れ
た
計

画
を
進
め
、
高
台
移
転

に
つ
い
て
の
要
望
と
し

て
も
お
願
い
し
た
い
。

が
掛
か
る
が
今
後
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　

前
田
町
長

　

基
本
的
に
は
、
海
陽
町
史

は
作
る
も
の
と
認
識
。
事
業

と
し
て
は
、
長
く
掛
か
る
困

難
な
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
教
育
委
員
会
で
検
討
さ
れ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

具
体
的
な
計
画
、
予
定

は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

町
長

　

い
つ
頃
か
ら
策
定
作
業
に

入
り
、
何
年
を
目
処
に
作
る

の
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
て

今
後
の
検
討
に
な
る
。

　

津
波
が
来
る
前
に
取
り
掛

か
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

８
年
前
に
議
員
に
な

り
、
こ
の
場
に
立
っ
て

発
言
で
き
る
こ
と
に
喜

び
を
感
じ
、
８
年
間
そ

の
時
々
で
発
言
を
許
さ

れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て

一
般
質
問
を
し
て
き
た
。

　

最
後
ま
で
つ
た
な
い

質
問
に
な
っ
た
が
、
つ

き
あ
っ
て
い
た
だ
い
た

皆
様
に
は
感
謝
し
て
い

る
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
　

２
０
１
７
年
３
月

定
例
会
で
、
海
陽
町
史

を
作
る
の
か
作
ら
な
い

の
か
、
町
長
は
、
海
陽

町
の
総
合
計
画
に
入
れ

検
討
し
た
い
と
答
弁
。

こ
の
度
、
海
陽
町
総
合

計
画
が
策
定
さ
れ
る

が
、
町
史
の
編
纂
は
、

総
合
計
画
の
中
で
現
在

ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
　

岡
田
教
育
長

　

後
世
に
伝
え
て
い
く

上
で
も
町
史
の
編
纂
は

大
変
重
要
な
も
の
で
あ

る
。
今
後
の
町
史
編
纂

に
向
け
、
現
在
資
料
の

整
理
、
保
管
を
少
し
ず

つ
進
め
て
い
る
。
年
月

　

こ
れ
ま
で
私
が
し
て
き
た

一
般
質
問
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
。

　
　

２
０
１
４
年
６
月
定
例

会
で
宍
喰
診
療
所
を
津
波
の

心
配
の
な
い
高
台
に
移
す
考

え
は
な
い
の
か
の
質
問
に
、

今
は
移
転
の
計
画
は
な
い
、

住
民
の
利
便
性
を
考
え
検
討

し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
現
在
、
診
療
所
の

津
波
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　

浦
川
福
祉
課
長

　

宍
喰
診
療
所
の
周
辺
は
、

県
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

に
よ
る
津
波
浸
水
想
定
、
約

８
ｍ
と
さ
れ
、
津
波
に
よ
り

診
療
機
能
を
失
う
可
能
性
は

非
常
に
高
い
。
診
療
所
は
発

災
時
、
最
前
線
の
医
療
機
関

と
な
る
の
で
関
係
機
関
と
協

力
体
制
を
つ
く
り
、
携
行
用

医
薬
品
セ
ッ
ト
配
備
、
医
薬

品
の
確
保
、
ま
た
、
患
者
の

診
療
デ
ー
タ
を
海
南
病
院
で

保
管
等
、
災
害
時
の
対
応
力

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

宍喰診療所の
高台への移転は

海陽町史の編纂は

〈町長〉 住民とともに検討

〈町長〉 

作るが予定も含め検討

答

答答

答

問

問問

長
尾
　
正
大
　
議
員

〈町長〉 厳しい

答

答 答

広報課設置
について

問

問



編

集

後

記

　

桜
の
花
も
咲
き
始
め
、
暖
か
さ
を
感
じ
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
議
会
も
無
事
終
わ
り
、
４
月
に
入
り
、

い
よ
い
よ
町
長
・
議
員
選
挙
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
候
補
者
も
決
意
新
た
に
海
陽
町
発
展

の
た
め
、
頑
張
っ
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
て

お
り
ま
す
。

　

海
陽
町
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
地
方
で

の
一
番
の
問
題
は
少
子
化
で
あ
り
、
国
に
も

地
方
創
生
と
い
う
こ
と
で
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

広
報
編
集
特
別
委
員
会
も
新
し
く
選
任

さ
れ
ま
す
が
、
今
ま
で
ど
お
り
町
民
の
皆
様

に
分
か
り
や
す
く
ご
愛
読
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
、
取
り
組
ん
で
く
れ
る
も
の
と
信
じ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
の
ご
意
見
・

ご
要
望
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 　
　

（
池
下
）

ん 広場の広場の

なみ
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フレッシュと仲間たち

一緒に楽しみませんか♪

ナイスサーブ 和気あいあいと真剣に

　自然の豊かなところ。

　海南病院の待ち時間が長いです。

　もちろん必ず読んでいます。

海陽町に対する要望はありますか？

議会だよりを読んでいますか？

　ソフトバレーボールを毎週金曜日 20 時～ 22 時

まで、海南小学校体育館で練習しています。フレッ

シュだけでは少ない人数なので、海南・宍喰の他の

チームと和気あいあいと楽しく試合をしています。

熟年が多いですが、頑張っています。

　興味のある方は、ぜひ参加してください。一緒に

楽しみましょう。

海陽町のいいところは？

活動内容を教えてください。


